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中国人民銀行/人民元為替レート基準値（中間値）の大幅な調整について 

  

中国人民銀行（中央銀行。以下 PBOC）は 2015 年 8 月 11 日 9 時 26 分（すなわち、中間値発表

の直後）、同行 HP 上で人民元の対ドル中間値発表に関する声明（『中国人民銀行関于完善人民

幣兌美元匯率中間価報価的声明』及びそれに関する Q&A を発表した。 

 

１．声明内容 

（日文参考訳） 

人民元の対ドル為替レート中間値の市場化の程度と基準性を高めるため、中国人民銀行は人民

元の対ドル為替レート中間値のオファー方式を改善（完善）することを決定した。2015 年 8 月 11 日

以降、マーケットメーカー（注）は毎日銀行間外為市場が開始する前に、前日の銀行間外貨市場の

終値を参照し、外貨の需給状況と国際主要通貨のレート変化を綜合的に考慮し、中国外貨交易セ

ンターに中間値を提供すること 

（注）人民元銀行間の人民元為替レート値決め行として中国人民銀行および外貨交易センター

（CFETS）に指定されている金融機関 

２．8 月 11 日の相場の動き 

発表された中間値は 6.2298（前日 6.1162 比▲1.9％）。発表を受け実勢レートはさらに人民元安

方向の 6.25 台で寄り付いた後、日中は 6.3391 まで人民元が進んだ。午後になると若干戻し、

6.3231 で取引を終えた。これは 2012 年 9 月以来、約 3 年ぶりの人民元安水準となる。 
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３．「Q&A」から 

（日文参考抄訳） 

1. 何故この時期に人民元

/ドルのレートをより善い

方向に改めたのか（ “完
善”したのか）？ 

 現在、国際経済金融情勢は複雑であり、アメリカは回復の途上

である。市場が FED の年内利上げを織り込むことで米ドルは

強くなり、EUR、JPY は弱く、エマージング国とコモディテ

ィ生産国通貨も値を切り下げている。国際資本流動性の変動も

大きく、この複雑な局面は（中国にとって）新たな挑戦となっ

ている。わが国の貿易は大幅な出超が続いており、人民元の実

効レートはグローバルな通貨バスケットの中では強くなって

おり、市場と乖離したものとなっている。市場の発展を考える

と、人民元基準値をより思わしい状態にする（完善する）必要

がある。 

2. 何故8月11日に前日中

間値（基準値）から 2％近

くもの変動があったの

か？ 

 8 月 11 日に前日中間値から 2％近く引き下げた水準について

は、二つの要素と関係がある。一つ目は人民元中間値提示方法

を改善（完善）した後、マーケットメーカー（銀行）が前日終

値を参照することになるが、これにより、従来からの中間値と

市場レートの差を一回で修正すること。二つ目は、直近に発表

されたマクロ経済データが人民元為替レートの市場予測を分

化させたことと、マーケットメーカー（銀行）がより注目して

いるのは市場の需給の変化であること。本日の中間値は昨日の

終値 6.2097 から 200 ポイント引き下げた。この改善（完善）

された中間値の発表の後、市場は一定の時間もみ合う（磨合）

ことが必要であろう。我々人民銀行は密接に市場を監視し、市

場予測を安定させ、人民元為替レートの中間値の秩序ある改善

（完善）を確保する。 

3. 今後はどのような改革

を行っていくのか？ 

 将来の人民元レート制度改革は市場化の方向へ進み、市場の需

給を反映して決定する程度が更に大きくなり、国際収支の均衡

を促進する。外国為替市場の発展を加速させ、商品も増加させ

る。外国為替市場の開放を進め、取引時間の延長と適格海外エ

ンティティの参入を進め、内外一致した人民元レート形成を促

進する。外国為替市場の発展と経済金融情勢に基づき、人民元

の双方向の弾力性を強め、人民元為替レートの合理的な均衡水

準での基本的安定を保持する。市場の作用を発揮させ、市場の

需給を基礎としてより良い方向に進め、管理された変動相場制

度とする。 
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４．所見 

 今回の「Q&A」では今回の措置について、「現在の中間値と市場実勢との乖離を是正する」

ことを主眼としていると読み取れる。中間値の決定方式については、これまでと異なりマーケ

ットメーカーは「前日の終値を参照」することを明記しているため、今後の中間値は「終値≒

市場実勢」をより反映したものになることが予想される。 

 一方で、「各国通貨が弱含みするなか、人民元の実効相場が相対的に強くなっている」こと

を今回の決定の要因として挙げており、これは昨今の輸出の伸びの鈍化への一定の配慮が

働いていることを示唆している。 

 将来のあるべき姿として「取引時間の延長/海外の（適格）市場参加者の参入/内外（オン・オ

フ）一致した人民元レート形成」を示しているのは、引き続き今回の措置が大目標としての

「人民元国際化（SDR への組入れはその一部）」の一環であることを強調しているものと言え

よう。 

 今回の措置では結局、「中間値は中央銀行が発表」「日中±2％の変動幅」という管理制度

の根幹についての変更はないため、海外への資本流出、輸入物価の値上げの国内消費に

対しての影響等に対して引き続き当局として手を打つ余地は残されている。8 月 12 日以降の

中間値はもとより、本制度の運用について注目していきたい。 
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